
5039

神
戸
船
渠
工
業
株
式

会
社

兵
庫
県
神
戸
市
兵
庫
区
西
出
町
一
丁

目
一
番
八
号

平
成
二
十
二
年
九
月
三
日
か
ら
平
成
二

十
三
年
九
月
二
日
ま
で

5040

株
式
会
社
ア
ー
ム
電

子

東
京
都
八
王
子
市
叶
谷
町
千
五
十
五

平
成
二
十
二
年
八
月
二
十
三
日
か
ら
平

成
二
十
三
年
八
月
二
十
二
日
ま
で

5041

株
式
会
社
ダ
イ
ヤ

テ
ッ
ク

埼
玉
県
所
沢
市
大
字
城
六
百
七
十
三

番
地

平
成
二
十
二
年
八
月
二
十
三
日
か
ら
平

成
二
十
三
年
八
月
二
十
二
日
ま
で

5042

株
式
会
社
イ
レ
ッ
ク

ス
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ

愛
知
県
名
古
屋
市
中
区
丸
の
内
一
丁

目
十
五
番
九
号

平
成
二
十
二
年
九
月
一
日
か
ら
平
成
二

十
三
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

5043

株
式
会
社
須
藤
製
作

所

愛
知
県
豊
明
市
栄
町
舘
六
番
地

平
成
二
十
二
年
九
月
二
日
か
ら
平
成
二

十
三
年
九
月
一
日
ま
で

5044

株
式
会
社
ビ
オ
ル
ネ

大
阪
府
枚
方
市
岡
本
町
七
番
一
ノ
五

百
五
号

平
成
二
十
二
年
九
月
六
日
か
ら
平
成
二

十
三
年
九
月
五
日
ま
で

一
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
（
用
地
取
得
費
に
出
資
金
を
充
て

る
場
合
の
当
該
出
資
金
に
相
当
す
る
額
の
部
分
に
つ
い

て
は
、
無
利
子
）

一
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
（
用
地
取
得
費
に
出
資
金
を
充

て
る
場
合
の
当
該
出
資
金
に
相
当
す
る
額
の
部
分
に

つ
い
て
は
、
無
利
子
）

無
利
子

一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
（
用
地
取
得
費
に
出
資
金
を
充

て
る
場
合
の
当
該
出
資
金
に
相
当
す
る
額
の
部
分
に

つ
い
て
は
、
無
利
子
）

平成™™年˜—月Ÿ日 金曜日 第œ›˜š号官 報

同
表
四
の
項
中
「
一
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
」
を
「
一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
が
こ
の
告
示
の
施
行
の
日
以
降
に
締
結
す

る
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
十
二
条
第
四
項
（
大

都
市
地
域
に
お
け
る
住
宅
及
び
住
宅
地
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第

百
一
条
の
十
五
第
一
項
及
び
被
災
市
街
地
復
興
特
別
措
置
法
（
平
成
七
年
法
律
第
十
四
号
）
第
二
十
二
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
法
附
則
第
二
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
金
に
係
る
契
約（
以
下
単
に「
契

約
」
と
い
う
。）か
ら
適
用
し
、
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
が
同
日
前
に
締
結
し
た
契
約
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
五
十
四
号

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
百
六
十
号
）
第
十
三
条
第
二
項
及
び
第
三
項
（
同

令
附
則
第
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
六
年
国
土
交
通
省
告
示
第
七
百
七
十

二
号
（
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
施
行
令
の
規
定
に
基
づ
き
、
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
の
規
定
に
よ

る
支
払
金
の
支
払
期
間
、
据
置
期
間
及
び
利
率
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
八
日

国
土
交
通
大
臣

馬
淵

澄
夫

本
則
の
表
利
率
の
欄
中
「
一
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
」
を
「
一
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
項
の
表
一
の
項
中
「
一
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
」
を
「
一
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
」
に
、
同
表
二
の
項
中
「
一
・
四

パ
ー
セ
ン
ト
」
を
「
一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
」
に
改
め
、
同
表
三
の
項
利
率
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
五
十
五
号

踏
切
道
改
良
促
進
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
保
安
設
備
の
整

備
に
よ
り
改
良
す
る
こ
と
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
踏
切
道
を
平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
四
日
付
け
で
次
の
と
お
り
指
定

し
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
八
日

国
土
交
通
大
臣

馬
淵

澄
夫

１
．
踏
切
遮
断
機
を
設
置
す
べ
き
踏
切
道

事
業

者
名

線
名

踏
切
道
名
称

秩
父
鉄
道
株
式
会
社

秩
父
線

武
州
荒
木
c
４

〃
〃

黒
谷
c
７

上
毛
電
気
鉄
道
株
式
会
社

上
毛
線

上
毛
線
第
2
9号

関
東
鉄
道
株
式
会
社

常
総
線

若
柳
１

西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

津
山
線

み
や
じ

四
国
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

予
讃
線

堀
の
内

島
原
鉄
道
株
式
会
社

島
原
鉄
道
線

第
7
8号

〃
〃

第
1
4
6号

２
．
踏
切
警
報
時
間
制
御
装
置
を
設
置
す
べ
き
踏
切
道

事
業

者
名

線
名

踏
切
道
名
称

西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

片
町
線

血
清
前

３
．
踏
切
支
障
報
知
装
置
を
設
置
す
べ
き
踏
切
道

事
業

者
名

線
名

踏
切
道
名
称

新
京
成
電
鉄
株
式
会
社

新
京
成
線

滝
不
動
４
号

西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

北
陸
線

中
村

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
五
十
六
号

船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
第
六
条
ノ
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
事
業
場
を
製
造
認
定
事
業
場
と

し
て
認
定
し
た
の
で
、
船
舶
安
全
法
の
規
定
に
基
づ
く
事
業
場
の
認
定
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第

四
十
九
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
八
日

国
土
交
通
大
臣

馬
淵

澄
夫

事
業
場
の
名
称

事
業
場
の
所
在
地

認
定
に
係
る
物
件
の
範
囲

有
効
期
間

ヤ
マ
ハ
熊
本
プ
ロ
ダ
ク
ツ

株
式
会
社
本
社
工
場

熊
本
県
八
代
市
新
港
町
四
丁

目
８
番
地

船
外
機
（
連
続
最
大
出
力
が

5
6キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の

に
限
る
。）

平
成
2
2年

1
0月
１
日
か
ら

平
成
2
7年
９
月
3
0日
ま
で

〇
東
北
地
方
整
備
局
告
示
第
百
四
十
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
十
月
八
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
八
日

東
北
地
方
整
備
局
長

青
山

俊
行

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図

面

縦

覧

場

所

十

三

号

新
庄
市
大
字
鳥
越
字
駒
場
一
〇
九
七
番
一
一
七
か
ら
同
市
大
字
鳥

越
字
本
宮
後
四
三
五
二
番
ま
で

東
北
地
方
整
備
局
及
び
同
局
山

形
河
川
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

平
成
二
十
二
年
十
月
八
日

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
三
百
六
十
七
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
十
月
八
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
八
日

関
東
地
方
整
備
局
長

菊
川

滋

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図

面

縦

覧

場

所

十

五

号

東
京
都
大
田
区
南
蒲
田
一
丁
目
三
七
番
六
地
先
か
ら
同
区
南
蒲
田

二
丁
目
三
一
番
四
ま
で
（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
部
分

の
み
。）

関
東
地
方
整
備
局
及
び
同
局
川

崎
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

平
成
二
十
二
年
十
月
十
日

〇
沖
縄
総
合
事
務
局
告
示
第
四
十
三
号

浄
化
槽
法
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
四
十
三
号
）
第
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
十
月
一
日
付
け
を

も
っ
て
次
の
よ
う
に
工
場
に
お
い
て
製
造
さ
れ
る
浄
化
槽
の
型
式
の
認
定
を
更
新
し
た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
の
規
定

に
基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
八
日

沖
縄
総
合
事
務
局
長

竹
澤

正
明

Ÿ
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